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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

本研究は、深部地下圏におけるメタンの成因を根源有機物の熱分解反応並びにその生成物を利用し

た生物学的メタン生成過程により全容解明することを目指している。 

これまで培った研究手法や実績をベースに、「高温高圧反応生成物の同定」「生物圏の多様性と代謝特

性の解析」「地下圏微生物の集積・分離・培養」「メタンの安定同位体比の測定」「芳香族メトキシ化合

物の分解・メタン生成」の課題に取り組んでおり、これらのうち、門レベルの新規アーキアの純粋培養

に成功し、公表された研究成果は高い評価が認められるなど、各課題とも予定どおりに順調な成果が得

られている。今後も期待どおりの成果が見込まれる。 


